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本年度、水難・山岳遭難の発生状況が増加傾向にあります。

秋の行楽期には、釣りや登山と県内の海や山に、たくさんの方が訪れる一方で、水

難や山岳遭難の発生も多発する時期でもあります。

くれぐれも、事故のないよう心掛け、海や山のレジャーを安全に楽しんでください。

【水難の発生状況について】

令和４年（１～８月）中、県内においては、２７件、２８人（前年同期比＋６件、

＋２人）の水難が発生しました。このうち１５人（５３．６％）と半数以上の方が

亡くなっており、増加傾向にあります。

○ 水難の特徴

① 態様別

「魚とり・釣り」をしているときの発生が１１人（３９．３％）と最も多く、

次いで「水遊び」が４人（１４．３％）と続きます。

三重県は、海に面しており、県内外から多くのレジャー客が訪れることもあり、

天候や釣り場の危険箇所等を考慮せずに行う「魚とり・釣り」が多いのが特徴と

なっております。

② 場所別

「海」での発生が２２件（８１．５％）、２３人（８２．１％）と最も多く、次

いで、「河川」５件（１８．５％）、５人（１７．９％）と続きます。

③ 性別・年齢層別

「男性」が２３人（８２．１％）、「女性」が５人（１７．９％）となっていま

す。また、年齢別では、「７０歳代」が６人（２１．４％）と最も多く、次いで「５

０歳代」が５人（１７．９％）となっております。

【山岳遭難の発生状況について】

令和４年（１～８月）中、県内においては、４８件、５９人（前年同期比＋８件、

＋１２人）の山岳遭難が発生しました。このうち５人（８．５％）が亡くなってお

り、水難同様山岳遭難も増加傾向となっております。

○ 山岳遭難の特徴

① 態様別

「道迷い」が２８人（４７．５％）と最も多く、次いで「滑落」が１３人（２

２％）と続きます。

三重県内では、登山で人気の御在所岳（鈴鹿山脈）でも、標高１２１２メート

ルと、北アルプスや南アルプスなどの標高２０００～３０００メートル級の山々

と比べると標高の低い山が多く、登山計画を立てず軽装での登山者による「道迷

い」が多いのが特徴となっております。

② 山域別

「鈴鹿山脈」での発生が２９件（６０．４％）、３８人（６４．４％）と最も多

く、次いで、「中部の山」が５件（１０．４％）、７人（１１．９％）と続きます。
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また、人気の高い御在所岳では、鈴鹿山脈での発生２９件中１４件（４８．３

％）、３８人中２１人（５５．３％）とほぼ半数を占めております。

③ 性別・年齢層別

「男性」が３７人（６２．７％）、「女性」が２２人（３７．３％）となってい

ます。また、年齢別では、「２０歳代」、「３０歳代」、「５０歳代」が各１３人（２

２％）と最も多く、次いで、「７０歳代」が８人（１３．６％）となっています。

近年は、「若い世代」の遭難者が増加傾向にあります。

④ 単独登山者の遭難状況

令和４年中は、遭難者５９人のうち、単独での登山者は２４人（４０．７％）、

複数での登山者は３５人（５９．３％）でした。

また、死者５人のうち４人（８０％）が単独での登山者です。
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